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やませ地帯における露地レタスの作製
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1　は　　し　か　ぎ

岩手県北部沿岸のやませ地帯は．夏期冷鼠　秋期温暖な

気象条件にあり．低温性作物であるレタスの栽培には好適

な条件下にある。特に本県における7～8月の夏どりレタ

スにおいては．内陸平坦地では高温の影響で栽培が困難で

あるが，やませ地帯の「ヤマセ」の発生するこの時期は．

旬別平均気温で23．1℃以下の気温であり，温度条件からみ

るとレタスの安定した栽培が可能であると推察される。

このやませ地帯特有の気象条件を生かしレタスの長期生

産出荷の可能性について検討したのでその結果を報告する．

2　試　験　方　法

本試験は「ヤマセ」の影響を強く受ける現地において実施

した。試麒年次は昭和54～57年の4か年である。は種期6月

18日．7月20日の試験と晩播限界試験については麦性地区

試験地で，その他の試験は浜岩泉地区試験地で試験した。

（1）試廉場所

l）久慈市侍浜町麦生　やませ地耐等営農試験地表生

地区試験地

2）下閉伊郡田野畑村浜岩泉　やませ地帯等営農試験

地浜岩泉地区試験地

（2）供試条件

1）は種期及びマルチ種類

蓑1　は径期及びマルチ種類

は撞 期 マル チ は瑳 朔 マル チ は桂 期 マ ル チ
種　 類 種　 類 種　 類

3 月 25 日
9 230 N

〟　 B
6月 18 日 9230 8

〝 W も
8月 1 日 9 230 Ii

4月 25 日 9 230　B 7月 10 日 9230 B 8月 10 日

5 月20 日 ′／ 7 月20月 〝　　　′′

注．N：透明フイルム，も：黒色フイルム
WB：白黒ダブルフイルム

2）供試品種　マイレタス

3）面積及び区制　1区187〆　1区制

（3）排種概要

育苗法　ペーパーポット育苗

2）裁縫距離120（覆×30の汀．2条（5，555株／108）移

植栽培

3）施肥量（払／108）N－12，ち05－26，㌔0－12

3　試験結果及び考察

（1）　作型別収量

作型別収量調査については表2に示した。

①3月下旬は踵，6月中旬収穫の作型では障害球の発生

もなく，一個当り球重が506才，108当り収量2，811均　で

あった。規格別収量においても中心規格のL級が66％占め

品質にも優れた。

②4月中旬は阻　7月上旬収穫の作型も球重501才で障

害球もなく，収量2．783均　し級53．3％と安定した収姐を

得た。この二つの作型はもっとも安定していた。

⑧5月中旬は種で8月中旬収穫の作型は，やませ気象の

影響を最も強く受ける作型で，低温，少照，多雨の影響を

うり，生育日数も多くかかり，腐敗，不結球の障害球もそ

れぞれ15％発生した。球重も394タとやや軽くなろ傾向に

あり，収量は1，531毎と少なくなっているが，夏どりレタ

スの目壊収量1，500毎を越える結果を得た。

④6月上旬は種，8月下旬収穫の作型では結球期から収

撞期が高温時に当り，患マルチ区では球重が軽く収量も低

いが，白黒ダブルマルチ区では球重355才，収量2，366吻

となり，目標収量の1．500毎を越えろ結果を得た。また，

この作型での碍敗，不結球，抽台はなかった。

⑤7月上旬ほ乳　9月下旬収穫の作型では腐敗，不結球

の障害球が19％も出たため．収量は1，648毎にとどまり，

この作型の目標収量2．000毎を下回った。球重は362タと

軽い傾向にあったが，球径による規格割合ではZ LとL級

で全てを占め緊度の劣る球が生産された。

⑥7月下旬は種，10月下旬収穫の作型では腐敗球が10％

出たが，球重が600タと重く，108当り収量も3．600晦と

多収を示した。
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表2　作型別収量

作

型

年

次
試 験地

ま種 期

（月 日）

マル チ

の 径

穫

（月 日）
全重 球 重

球　　 径 障 害 球 率 雄l 収 量

吻 ／108

目 標

収 量

同 左
対㈲ 比

タテ ヨコ 屑 敗 不 結 抽 台 計

1 55 浜 岩泉
3．25 透 明 6．川 896 506 15．6 16．5 0 0 0 0 2．8 11 2．500 112．4

／′ 盟 〝 849 504 16．0 15．3 0 0 0 0 2．880 112．0

2 55 〝 4．2 5 黒 7． 8 1，192 501 15．3 16．8 0 0 0 0 2，788 ／′ 111．3

3 56 〟 5．20 黒 8 17 855 3 9 4 14．0 15．5 15 15 0 3 0 1，531 1．500 102．0

4 54 麦　 生
8．18 窯 8 17 8 16 2 tiS 14．1 13．7 0 0 0 0 1．7舶 〝 117．7

′′ 白 黒 〝 688 355 13．4 14．8 0 0 0 0 2．366 〝 157．9

5 56 浜 岩泉 7．10 黒 ツ欄 く 686 362 13．5 14．2 13 6 0 19 1．648 2，000 82．4

6 54 麦　 生 7．20 黒 9．28 9 78 6 0 0 14．0 15．3 10 0 0 10 3，600 〝 180．0

（2）作型とマルチの種類

春まき作型の3月25日は桂での透明マルチと黒マルチの

比較では，透明マルチ区が球重，収量においてまきった。

また夏まき作型の6月18日は種での黒マルチと白黒ダブ

ルマルチの比較では，白黒ダブルマルチ区が球重，収量に

おいてまきり，規格別収量においても中心規格L級が黒マ

ルチ区で22．3％なのに対し白黒ダブルマルチ区は43．4％と

品質的にもまきった。

このほかの作型では5月中旬は唾と7月上旬は種におい

て白黒ダブルマルチの効果が期待されるはかは黒マルチで

喪3　秋どりレタスの晩播限界

充分対応できる。

（3）軟どりレタスの晩播限界

やませ地帯の秋期温暖気侯を利用した秋どりレタスの晩

播限界について検討したが，7月20日は種では56年は球重

55叩，収量2，795晦と良結果を得たが，57年には留敗30・7％

発生し，収量は1．616晦と下が1た。

8月1日は樋では57年に球重623タ，収量3．460晦と7月20

日は種区を上回る結果となったが，8月10日は瞳では，56

年，57年とも収量が下がる幌向にあり．56年では球重が234第

収量780吻となって，品質・収量とも劣った。

年

次

試

験

地

は

種

期

収

穫

期

全

重

球

重

球　　 径 障　 害　 球 ・㈲ 収 量

吻 ／10 8

比

目 標 収

量 （20 0 0

吻 ）との

比
タ テ ヨ コ

宵

敗

不

結

球

抽

A
ロ

計

5 6 麦 生

7 ．2 0 1 0 ．1 5 1．18 4 5 5 9 12 ．0 13 ．5 0 10 ．0 0 10 ．0 2．7 9 5 10 0 ． 1 3 9 ．7

8 1 10 ．30 7 9 7 3 ＄1 11 ．1 11 ．3 10 ．0 0 0 10 ．0 1 ．9 0 5 6 8 2 9 5 ．2

8 10 11 ，1 8 4 10 2 3 4 － － 10 ．0 3 0 ．0 0 4 0 ．0 7 8 0 27 ．9 3 9 ．0

5 7 麦 生

7 ．2 0 9 ．16 6 6 4 4 2 0 13 ．8 1 2 ．6 3 0 ．7 0 0 3 0 ．7 1 ．6 1 6 5 7．8 8 0 ．8

8 1 10 ．1 8 1．0 3 2 6 2 3 1 2 ，9 15 ．7 0 0 0 0 3 ．4 6 0 1 23 ．7 17 3 ．0

8 10 1 1．1 9 7 2 2 3 4 5 1 2 ．5 13 ．3 0 0 0 0 1 ，9 1 6 6 8 5 9 5 ．8

4　ま　　と　　め

やませ地帯の気象を生かした露地レタスの作型として，

は槌朋を3月下旬から7月までの組み合わせにより，収穫

を‘月中旬から10月下旬まで．長期間収穫できることが明

らかになった。収量においても目榛収量，春レタス2，500吻

夏レタス1，500晩　秋レタス2，000～2，500晦が確保できる

ことも確認された。

マルチの種類は，3月下旬は種で透明マルチ，4月中旬

は種は窯マルチ，5月中旬は種から7月上旬は種では白黒

ダブルマルチ，7月中旬以降では黒マルチがよい。

軟どりレタスの晩播限界は8月上旬と推定された。




